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二酸化炭素問題ウソとホント
地球環境・温暖化・エネルギー利用を考える

評者中西重康＊

ShigeyasuNakanishi

エネルギー問題の本には,SFよりもSFっぽい（実

のところ最近のSFは現実以上のリアリティーを持っ

ているのでこの言い方は必ずしも適切ではないが）勇

ましいものか，逆に極端な禁欲主義を要求する予言害

的なものが間々あるが'本書はｶパｰのｲﾗｽﾄの大

きなクエスチョンマークとカタカナの「ウソとホント」

が目に入ったとき，これも思いこみの激しい偏った議

論の本かと一瞬どきっとさせられるが，実は化学工学

者の立場からまことにオーソドックスに論を進めて書

かれた「地球環境・温暖化・エネルギー利用を考える

(副題)」ための手引き書であり，「環境問題制約下の

エネルギー問題入門」としてはきわめて優れたものと

感じられた．その章立ては以下のようになっている．

第1章地球温暖化問題と対症療法

第2章温室効果ガス放出量の削減と地球の炭素収支

第3章地球のエネルギー問題と二酸化炭素の排出

（一次エネルギー転換）

第4章省エネ。節エネエネルギーの高効率利用

（二次エネルギーシステム）

第5章エネルギー利用に伴って排出される二酸化炭

素の回収・保存・利用？技術

第6章海洋の炭素循環と海洋を利用した二酸化炭素

問題対策技術の評価

第7章海洋の炭素循環と海洋を利用した二酸化炭素

問題対策技術の評価

第8章地球温暖化防止・二酸化削減のための技術と

政策・経済

さて，エネルギー問題が資源制約から環境制約になっ

て久しいが，エネルギー消費が環境へ影響する機構の

解明は未だに完全なものとはほど遠い状態にあり，ま

してやその解決への方向ないし努力の方向への地球全

体での合意は環境サミットで見られたようにとてもな
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せるものではない．このような状況のもとでは，まず，

いったいどこまでが確かで，何がわからないのかをきっ

ちりと押えておく必要があろう．本書の立場はまさに

この線に沿うものだが，その分析手法は徹底して見事

なまでに化学工学的で，物質およびエネルギーのバラ

ンスと化学反応論を主たる武器として鮮やかに問題の

腋分けを進めている．

第1章はエネルギー問題の全体の，第2章の前半は

温室効果ガスについての基本的事項とデータのざっと

したまとめであり，エネルギー問題を論ずる上での共

通認識を与えてくれる．第2章の後半は，最大の温室

効栗ガスである二酸化炭素の地球規模での物質循環バ

ランスを考察し，吸収源の大きな欠損（ミッシングシ

ンク）の存在を浮かび上がらせる．

第3章では一次エネルギー源を，第4章では二次エ

ネルギー転換を二酸化炭素発生の観点から論じており，

当然のことながら，化石燃料の使用量制約と省（節）

エネルギーに結論が行き着いているが，グローバルな

バランスをとることにより，メタノール，水素エネル

ギーが単なる二次エネルギーであること，石炭利用技

術の重要性が指摘されている．

第5章はいわゆる「二酸化炭素固定技術」の評価に

当てられているが，ある種の固定技術と称するものが

形を変えた太陽エネルギー利用であること，二酸化炭

素の化学原料としての利用はエネルギーバランスから

見て全く成立せぬことが率直に述べられており，評価

よりも批判といった方がよいかも知れない．

第6章，第7章は本書の目玉と言ってよいかもしれ

ない．陸上植物，海洋による二酸化炭素固定を丁寧に

分析しているが，結局は同時にミッシングシンクの同

定の議論になっている．記述は丁寧で，かつわかりや

すいので問題の所在を明かにしてくれる．

最終章の第8章は形の上では結論になるが，著者の

スタンスからすれば当然のことながら快刀乱麻を断つ

解決策の指示はない．しかし，エネルギー問題が不確
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実な情報，知識下での判断を要求する形のものである

以上，現時点ではこの地道な態度が正統なものといえ

るのではなかろうか．

著者はエネルギー技術を「後悔する」技術と「後悔

しない」技術（これはほぼハードパスとソフトパスに

対応する）に分類したり，ハードな対策の問題を指摘

して植林に期待をかけることでエネルギー問題への提

エネルギー・資源

案を行ってはいるが，本書の価値はそれよりも現時点

でわれわれの持っている知識技術についての偏見に

毒されない公正なサーベイを与え，エネルギー問題を

考える共通の土台を据えることにあるといってよい．

エネルギー問題に関心を持つすべての人々，特に学生

たちに勧めたい．
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